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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期

第３四半期連結
累計期間

第20期
第３四半期連結
累計期間

第19期
第３四半期連結
会計期間

第20期
第３四半期連結
会計期間

第19期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 15,667,62015,166,5235,297,2085,014,12220,548,196

経常利益又は経常損失（△）（千

円）
△1,121,001388,380△125,996 171,281△1,117,825

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）

　　　　　　　　　　　（千円）

△1,540,256275,301△261,127 151,870△1,654,460

純資産額（千円） － － 888,4921,016,432753,891

総資産額（千円） － － 12,357,59111,774,77911,404,477

１株当たり純資産額（円） － － 104.97 123.05 88.60

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）

　　　　　　　　　　　　（円）

△186.45 33.33 △31.61 18.39 △200.28

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 7.0 8.6 6.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△281,890 930,910 － － △260,863

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
70,173△113,192 － － 58,422

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
168,644△458,326 － － △152,945

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,236,4181,283,496924,105

従業員数（人） － － 2,295 1,944 2,079

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．第19期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株

当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。

　　また、第20期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が

存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 1,944 [4,727]

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者は除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第３四半期連結会計

期間の平均人員を[　　]外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 53 [20]

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者は除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時

雇用者数（パートタイマーおよび人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第３四半期会計期間の平均人員を［　

 ］外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産・受注及び販売の状況】

（１） 商品仕入実績

当第３四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

ホームケア事業（千円） 246,776

 合計（千円） 246,776

（注）１．金額は仕入価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

（２） 販売実績

当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

ホームケア事業（千円） 4,832,187

その他の事業（千円）　 181,934

 合計（千円） 5,014,122

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．販売実績に係る事業の種類別セグメントごとの金額は、外部顧客に対する金額であります。

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間における我が国の経済は、景気は持ち直してきたものの、失業率が高水準にあるな

ど依然として厳しい状況が続きました。輸出や生産は増加を続けており、個人消費は経済対策の効果などから持

ち直しが続いています。先行きについては持ち直し傾向が続くことが期待されるものの、雇用情勢の一層の悪化

やデフレの影響など、景気を下押しするリスクが存在しています。

介護サービス業界においては、平成21年10月から、介護分野における雇用創出、処遇改善、人材養成等を目的と

する「介護職員処遇改善交付金」の交付が開始されました。さらに、平成21年12月８日に閣議決定された「明日

の安心と成長のための緊急経済対策」においては、介護分野を成長重点分野の一つと位置づけ、緊急雇用創造を

推進することとしています。

このような状況のもと、当社グループ（当社および連結子会社）の業績は、前年同期比で大幅に改善しました。

そして、第１四半期連結会計期間、第２四半期連結会計期間に比しても営業利益、経常利益および四半期純利益が

最高となりました。これは前連結会計年度より取り組んできた稼働率の向上や人員配置の適正化により効率的な

事業所運営が完全に定着し、利益体質への転換が図られたことによるものです。また、㈱コムスン承継事業の通所

介護、小規模多機能型居宅介護については、承継時には大幅な損失を計上しておりましたが、経営改革が進み、当

第３四半期連結会計期間を通じて２事業合算で黒字化することができました。今後はさらに利益に貢献し、事業

の大きな柱になると確信しています。

また、平成21年12月にグループ統一の新しい就業規則および人事制度を導入し、社員の処遇改善を図るととも

に人事評価に基づく昇給の仕組みや働きがいのある賃金体系へ変更したことにより、今後の人材確保に有効に働

くものと期待しています。

なお、処遇改善の原資に介護職員処遇改善交付金を活用したため人件費の上昇はなく、むしろ就業規則および

人事制度がグループで一本化したことにより、今後は人事管理、労務管理に関する業務の効率化を図ることがで

き、販管費の削減にもつながるものと考えております。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間は、売上高5,014百万円（前年同四半期比は5.3％減）、営業利益216百

万円（前年同四半期は68百万円の営業損失）、経常利益171百万円（前年同四半期は125百万円の経常損失）、四

半期純利益151百万円（前年同四半期は261百万円の四半期純損失）となりました。

 

(2) 財政状態の状況

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ370百万円増加し、11,774百万円となりま

した。これらは、主に現金及び預金387百万円、投資その他の資産171百万円等の増加によるものです。

負債合計につきましては、前連結会計年度末に比べ107百万円増加し、10,758百万円となりました。これらは、主

にその他の固定負債258百万円等の増加によるものです。

純資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べ262百万円増加し、1,016百万円となりました。これらは、

主に利益剰余金275百万円等の増加によるものです。

 
 

 
(3) キャッシュ・フローの状況　

当第３四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローは営業活動によるキャッシ・フローが590百万円の収

入、投資活動によるキャッシュ・フローが11百万円の収入、財務活動によるキャッシュフローが46百万円の収入

となりました。この結果、当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、第２四半期連結会計期間末に比

べ648百万円増加し、1,283百万円（前年同四半期比3.8％増）となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）　

営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前四半期純利益172百万円を計上し、未収入金22百万円、未払

金309百万円、売上債権81百万円の増加等により、590百万円の収入となり、前年同四半期に比べ300百万円増加い

たしました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）　

投資活動によるキャッシュ・フローは11百万円の収入となりました。これらの主な要因は、差入保証金・敷金

の回収８百万円等によるもので、前年同四半期に比べ48百万円支出が増加いたしました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）　

財務活動によるキャッシュ・フローは46百万円の収入となりました。これらの主な要因は、短期借入金の調達

200百万円、長期借入金の返済による支出151百万円等によるもので、前年同四半期に比べ96百万円支出が増加い

たしました。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において新たに発生した課題はないものの、引き続き次の課題に取り組んでまいり

ます。事業会社ごとに異なっているサービス提供プロセス等を標準化し、会社や担当者に関りなく質の高いサー

ビスを24時間365日提供できる体制を構築していきます。その一環として、特定事業所加算（訪問介護、居宅介護

支援）やサービス提供体制加算（その他のサービス）の取得を推進し、サービスの質が高くかつ利益率の高い事

業所を目指していきます。

また、管理系業務についても業務プロセス等の標準化を図るとともに、IT化による業務の効率化を促進するこ

とにより、販管費の一層の低減を図ります。

 

(5)研究開発活動

該当事項はありません。　

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見直し

当第３四半期連結累計期間において、営業利益、経常利益および四半期純利益とも計画どおりに進捗しており、

通期の経常利益は過去最高益になる見込みです。要因は、㈱コムスンから承継した事業の改革が完了し、売上原価

の低減により売上総利益が大幅に増加したこと、また、売上規模が拡大したことによるスケール・メリットで売

上高に対する販管費率が大幅に低下したこと等にあります。一連の経営改革や事業構造の転換が進んだ結果であ

ります。

これまでは、事業構造の転換に注力するとともに、今後の成長を支える人材基盤を確立するため、やりがい、働

きがいのある就業規則および人事制度の導入を進めてまいりましたが、今後は、新たな成長に向けた事業開発を

行っていきます。一つには、中重度の要介護高齢者が住みなれた自宅で施設並みの介護サービスを医療との連携

の下に24時間365日利用できるようなシステムを構築し、もう一つには、介護保険が適用にならない生活利便を高

めるサービスを開発していきます。既存事業の質と効率を高めるとともにこれらの事業開発を進めることによ

り、中期経営戦略である「地域包括ケア体制」の確立を具現化してまいります。
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第３【設備の状況】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　(1）主要な設備の状況

  当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。

　また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,000,000

計 33,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容 

普通株式 8,262,000 8,262,000ジャスダック証券取引所
単元株式数

1,000株

計 8,262,000 8,262,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年10月１日～　

平成21年12月31日
－ 8,262,000 － 3,030,859 － 683,343

　

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができませ　

 ので、直前の基準日である平成21年９月30日現在で記載をしております。

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　　 1,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  　8,257,000 8,257 －

単元未満株式 普通株式　　　　4,000 － －

発行済株式総数 8,262,000 － －

総株主の議決権 － 8,257 －

　

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱ジャパンケアサービス

グループ

東京都豊島区北大塚

一丁目13番15号
1,000 － 1,000 0.01

計 － 1,000 － 1,000 0.01

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 116 170 215 254 274 357 315 285 279

最低（円） 104 106 160 188 238 255 267 196 225

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、清新監査法人

による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※1
 1,373,960

※1
 986,581

受取手形及び売掛金 ※1
 3,278,076 3,363,884

商品 3,934 3,235

貯蔵品 98,329 111,869

その他 520,790 381,887

貸倒引当金 △47,531 △7,264

流動資産合計 5,227,559 4,840,192

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1, ※2, ※3
 1,657,952

※1, ※2, ※3
 1,804,528

土地 ※1
 1,160,375

※1
 1,160,375

その他（純額） ※3
 45,196

※3
 45,263

有形固定資産合計 2,863,525 3,010,167

無形固定資産

のれん 1,508,494 1,575,387

その他 126,899 101,857

無形固定資産合計 1,635,394 1,677,244

投資その他の資産

投資その他の資産 ※1
 2,050,678

※1
 1,879,366

貸倒引当金 △2,378 △2,494

投資その他の資産合計 2,048,300 1,876,872

固定資産合計 6,547,220 6,564,284

資産合計 11,774,779 11,404,477

負債の部

流動負債

買掛金 173,003 178,178

短期借入金 ※1
 4,979,585

※1
 7,013,716

未払金 1,278,215 1,055,975

未払法人税等 64,129 74,874

その他 355,993 267,618

流動負債合計 6,850,926 8,590,363

固定負債

長期借入金 ※1
 2,893,497

※1
 1,312,599

退職給付引当金 180,394 172,025

負ののれん 10,989 11,451

その他 ※1
 822,539

※1
 564,147

固定負債合計 3,907,420 2,060,222

負債合計 10,758,347 10,650,586
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,030,859 3,030,859

資本剰余金 683,343 683,343

利益剰余金 △2,665,841 △2,941,142

自己株式 △438 △438

株主資本合計 1,047,922 772,621

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △27,065 △40,747

繰延ヘッジ損益 △4,424 －

評価・換算差額等合計 △31,490 △40,747

少数株主持分 － 22,017

純資産合計 1,016,432 753,891

負債純資産合計 11,774,779 11,404,477
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 15,667,620 15,166,523

売上原価 14,525,526 12,741,755

売上総利益 1,142,094 2,424,767

販売費及び一般管理費 ※
 2,139,184

※
 1,894,631

営業利益又は営業損失（△） △997,090 530,136

営業外収益

受取利息 17,017 15,323

受取配当金 6,857 6,537

その他 35,550 21,624

営業外収益合計 59,425 43,485

営業外費用

支払利息 154,922 148,920

その他 28,413 36,321

営業外費用合計 183,336 185,241

経常利益又は経常損失（△） △1,121,001 388,380

特別利益

前期損益修正益 － 10,807

事業譲渡益 － 22,247

その他 13,124 17,093

特別利益合計 13,124 50,148

特別損失

固定資産除却損 － 23,551

リース解約損 － 25,320

減損損失 － 31,271

投資有価証券評価損 209,051 968

事業再編損失 154,860 －

その他 2,936 17,260

特別損失合計 366,849 98,371

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,474,726 340,157

法人税、住民税及び事業税 64,977 59,455

法人税等調整額 899 －

法人税等合計 65,876 59,455

少数株主利益又は少数株主損失（△） △345 5,400

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,540,256 275,301
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 5,297,208 5,014,122

売上原価 4,622,189 4,163,428

売上総利益 675,018 850,694

販売費及び一般管理費 ※
 743,376

※
 633,836

営業利益又は営業損失（△） △68,358 216,857

営業外収益

受取利息 5,356 5,507

受取配当金 1,742 1,742

その他 7,679 5,598

営業外収益合計 14,778 12,848

営業外費用

支払利息 53,590 49,944

その他 18,826 8,480

営業外費用合計 72,416 58,424

経常利益又は経常損失（△） △125,996 171,281

特別利益

事業譲渡益 － 7,425

その他 2,901 45

特別利益合計 2,901 7,470

特別損失

リース解約損 － 5,084

投資有価証券評価損 107 －

事業再編損失 115,645 －

その他 1,826 793

特別損失合計 117,579 5,878

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△240,674 172,873

法人税、住民税及び事業税 20,102 19,608

法人税等調整額 △24 1,394

法人税等合計 20,078 21,002

少数株主利益 374 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △261,127 151,870
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△1,474,726 340,157

減価償却費 196,693 148,925

のれん償却額 99,962 73,811

負ののれん償却額 △462 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,582 8,369

貸倒引当金の増減額（△は減少） 13,299 40,150

受取利息及び受取配当金 △23,874 △21,860

支払利息 154,922 148,920

投資有価証券評価損 209,051 968

固定資産除却損 － 23,551

減損損失 － 31,271

事業譲渡損益（△は益） － △22,247

補助金収入 － △7,000

売上債権の増減額（△は増加） 354,219 90,325

たな卸資産の増減額（△は増加） 96,202 12,841

未収入金の増減額（△は増加） △3,900 △113,984

その他資産の増減額（△増加） △1,396 －

仕入債務の増減額（△は減少） △56,018 △5,175

未払金の増減額（△は減少） 144,234 260,028

その他負債の増減額（△減少） 91,827 －

その他 － 97,541

小計 △201,546 1,106,593

利息及び配当金の受取額 28,562 26,385

利息の支払額 △164,578 △143,844

補助金の受取額 119,714 7,000

法人税等の支払額 △64,042 △65,223

営業活動によるキャッシュ・フロー △281,890 930,910

投資活動によるキャッシュ・フロー

拘束性預金の増減額（△は増加） △98,298 △27,988

有形固定資産の取得による支出 △34,891 △10,074

無形固定資産の取得による支出 － △43,340

有形固定資産の売却による収入 11,372 －

関係会社株式の取得による支出 － △34,800

新規連結子会社の取得による支出 △86,405 －

貸付金の回収による収入 904 428

事業譲渡による収入 － 27,380

敷金及び保証金の差入による支出 △28,344 △5,281

敷金及び保証金の回収による収入 59,113 55,763

長期前払費用の取得による支出 － △96,176

保険積立金の解約による収入 211,869 －

その他 34,852 20,896

投資活動によるキャッシュ・フロー 70,173 △113,192
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 494,645 △2,384,000

長期借入れによる収入 － 2,276,000

長期借入金の返済による支出 △284,464 △345,233

自己株式の取得による支出 △71 －

リース債務の返済による支出 － △4,773

配当金の支払額 △41,464 △319

財務活動によるキャッシュ・フロー 168,644 △458,326

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △43,072 359,391

現金及び現金同等物の期首残高 1,279,491 924,105

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,236,418

※
 1,283,496
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【表示方法の変更】
　

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　前第３四半期連結累計期間において「営業活動によるキャッシュ・フロー」に区分掲記しておりました「負ののれん

償却額」は重要性が乏しいため、当第３四半期連結累計期間では「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「のれん償

却額」に含めて表示することとしました。　

　

　前第３四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりま

した「長期前払費用の取得による支出」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することと

しました。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結貸借対照表）

　前第３四半期連結会計期間において、有形固定資産にまとめて表示しておりました「建物及び構築物」、「土地」は、

資産総額の100分の10を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

　

EDINET提出書類

株式会社ジャパンケアサービスグループ(E03297)

四半期報告書

18/25



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１.担保資産

　　（1）担保に供している資産

※１.担保資産

　　（1）担保に供している資産

現金及び預金 90,104千円

受取手形及び売掛金 1,076,194千円

建物及び構築物 958,975千円

土地 904,848千円

投資その他の資産 400,147千円

計 3,430,270千円

　

現金及び預金 62,476千円

建物及び構築物 1,258,113千円

土地 1,124,628千円

投資その他の資産 310,147千円

計 2,755,366千円

　

　　（2）担保資産に対する債務　 　　（2）担保資産に対する債務

短期借入金 2,903,585千円

長期借入金 2,602,497千円

その他（固定負債） 479,912千円

計 5,985,994千円

　

短期借入金 187,728千円

長期借入金 930,527千円

その他（固定負債） 310,147千円

計 1,428,402千円

　

※２.圧縮記帳

過年度において国庫等補助金の受入により取得した建物

等について、97,610千円の圧縮記帳をしております。

　

※２.圧縮記帳

過年度において国庫等補助金の受入により取得した建物

について、97,610千円の圧縮記帳をしております。

　

※３.有形固定資産の減価償却累計額

1,143,863千円

※３.有形固定資産の減価償却累計額　

1,061,423千円 

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与手当

　 退職給付費用

548,644

5,406

千円

千円　

　貸倒引当金繰入 40,150　千円

　従業員給与手当 478,516　千円

　退職給付費用 7,914　千円

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※　 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与手当

　 退職給付費用　

177,420

2,051

千円

千円

　貸倒引当金繰入 16,352　千円

　従業員給与手当 174,367　千円

　退職給付費用 2,656　千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

 ※　 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 ※　 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

（平成20年12月31日現在） （平成21年12月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 1,298,699

預金期間が３ヶ月を超える定期預

金及び拘束性預金
△62,280　

現金及び現金同等物 1,236,418

 

 （千円）

現金及び預金勘定 1,373,960

預金期間が３ヶ月を超える定期預

金及び拘束性預金
△90,464　

現金及び現金同等物 1,283,496

 

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年

12月31日）

　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 8,262,000株

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 1,432株

　３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　４．配当に関する事項

 該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

ホームケア事業の売上高及び営業損失の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業損失の金額の合計額に

占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

ホームケア事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に

占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　　　　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社および在外支店がないため、該当事項はありません。

　

　当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　　　　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社および在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）　

　海外売上高がないため該当事項はありません。

　

　当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 123.05円 １株当たり純資産額 88.60円

２．１株当たり四半期純利益又は純損失金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △186.45円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失で
あるため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 33.33円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在していな
いため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額（△は純損失）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益又は純損失金額 　 　

四半期純利益（△は純損失）（千円） △1,540,256 275,301

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（△は純損失）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
△1,540,256 275,301

期中平均株式数（千株） 8,260 8,260

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △31.61円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失で
あるため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 18.39円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在していな
いため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額（△は純損失）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益又は純損失金額 　 　

四半期純利益（△は純損失）（千円） △261,127 151,870

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（△は純損失）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
△261,127 151,870

期中平均株式数（千株） 8,260 8,260

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月10日

株式会社ジャパンケアサービスグループ

取締役会　御中

清 新 監 査 法 人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 石渡　信行　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 西村　　寛　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジャパンケ

アサービスグループの平成20年4月1日から平成21年3月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10

月1日から平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年4月1日から平成20年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジャパンケアサービスグループ及び連結子会社の平成20年12月

31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３

四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

 

追記情報

　継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況に記載されているとおり、前連結会計年度及び当第３四半期連結累

計期間において営業損失及び営業キャッシュ・フローのマイナスが計上されており、継続企業の前提に関する重要な疑義

が存在している。当該状況に対する経営計画等は当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は、継続企業を前提とし

て作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期連結財務諸表には反映していない。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月９日

株式会社ジャパンケアサービスグループ

取締役会　御中

清 新 監 査 法 人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 石渡　信行　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 西村　　寛　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジャパンケア

サービスグループの平成21年4月1日から平成22年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（平成21年10月1

日から平成21年12月31日まで）及び第3四半期連結累計期間（平成21年4月1日から平成21年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につい

て四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジャパンケアサービスグループ及び連結子会社の平成21年12月

31日現在の財政状態、同日をもって終了する第3四半期連結会計期間及び第3四半期連結累計期間の経営成績並びに第3四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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